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災
害
時
に
は
地
域
で
の
助
け
合
い
が
大

切
で
す
。�

�

　

市
で
は
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す

る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
な
ど
に
対
し
て
、
避
難
支
援
や
安

否
確
認
な
ど
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に「
避
難
行
動
要
支
援
者
同
意
者
名

簿
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
、

対
象
と
な
る
ご
本
人
の
同
意
に
よ
り
、

平
常
時
か
ら
見
守
り
な
ど
の
た
め
、
避

難
支
援
等
関
係
者（
下
記
の
図
参
照
）�

�

に
情
報
提
供
す
る
も
の
で
す
。

  

避
難
行
動
要
支
援
者
と
は
？  

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
在
宅
の
方

で
、
避
難
に
支
援
が
必
要
な
次
の
要

件
に
該
当
す
る
方
で
す
。

◦
高
齢
者（
75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
）

◦�

障
が
い
者（
身
体
障
害
者
手
帳
１
、

２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

所
持
者
）

◦�

要
介
護
者（
要
介
護
３
以
上
の
要

介
護
認
定
者
）

◦�

市
の
生
活
支
援
を
受
け
て
い
る
難

病
患
者

◦
そ
の
他
、支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方

  

登
録
す
る
に
は
？  

　

社
会
福
祉
課
ま
た
は
、旧
支
所
で
あ
る
、

土
山
、
甲
賀
大
原
、
甲
南
第
一
、
信
楽
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

代
理
の
方
で
も
申
請
は
可
能
、
印
鑑
は
不

要
で
す
。
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災
害
時
の「
も
し
も
」に
備
え
て

避
難
行
動
要
支
援
者
同
意
者
名
簿
に
登
録
を
！

避難行動
要支援者

避難支援等
関係者

普段の見守り
災害時の避難支援 等

警察・消防・民生委員等

災害時の避難支援 等

　市　：同意確認
対象者：意思表示

「同意者名簿」
の提供

身
近
な
福
祉
の
相
談
相
手

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
誰
も
が
安

心
し
て
安
全
に
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
、
地
域
の
福
祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。�

�

　

地
域
を
見
守
り
、
身
近
な
福
祉
の
相
談

相
手
と
な
り
、
支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
と

行
政
や
専
門
機
関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
で
も

あ
り
ま
す
。�

�

　

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
の
安
否
確
認
や
見
守
り
、
介
護
の
悩
み
、

生
活
困
窮
や
子
育
て
の
不
安
な
ど
の
相
談
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。�

�

　

ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や

子
育
て
に
関
す
る
支
援
な
ど
、
児
童
福
祉
に

関
す
る
こ
と
を
専
門
に
担
当
す
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
で
す
。

特
色
あ
る
取
り
組
み

　

各
地
区
で
さ
ま
ざ
ま
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
緊
急
時
に
備
え
、
病
気
や
薬
な
ど
の

医
療
情
報
、
連
絡
先
な
ど
を
書
い
た
書
類
を

入
れ
る「
命
の
バ
ト
ン
」の
配
布
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
必
要
と
さ
れ
る
世
帯
に
配
布
し
て

い
ま
す
。
全
国
で
も
い
ち
早
く
導
入
し
、
最

近
は
全
国
各
地
か
ら
視
察
に
来
ら
れ
ま
す
。��

　

ま
た
、今
年
は
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０

周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
独

自
に
記
念
大
会
の
開
催
や
記
念
誌
の
発
刊
な

ど
の
事
業
も
実
施
し
ま
す
。

　「
あ
り
が
と
う
」が

や
り
が
い

　

地
域
の
方
に「
ご
苦
労�

�

さ
ん
や
ね
。
あ
り
が
と
う
」�

�
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る�

�
こ
と
が
何
よ
り
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。�

�

　

そ
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
え
る
こ
と
、

多
く
の
研
修
を
受
け
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
が
私
自
身
の
人
生
の
糧
に

な
っ
て
い
ま
す
。

住
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
え
る
ま
ち
へ

　

最
近
は
、
経
済
的
に
不
安
の
あ
る
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い

ま
す
。
日
頃
の
相
談
支
援
を
行
う
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
介
護
保
険
制
度
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
行
政
の
施
策
な
ど
を
う

ま
く
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
情
報
提
供
し

て
い
く
こ
と
が
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

大
事
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。
災
害
時
に
備

え
た
避
難
行
動
要
支
援
者
同
意
者
名
簿
の

登
録（
下
記
参
照
）の
呼
び
か
け
や
、認
知
症
、

ひ
き
こ
も
り
な
ど
へ
の
取
り
組
み
も
重
要�

で
す
。�

�

　

ま
た
、「
子
ど
も
食
堂
」や「
学
習
支
援
」

な
ど
を
通
し
て
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
地
域
で
健
や
か
に
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

子
ど
も
の
数
が
減
る
中
、「
地
域
の
宝
」で
あ

る
子
ど
も
た
ち
が「
甲
賀
市
に
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
」と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

～
民
生
委
員
・
児
童
委
員
～

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年

地
域
福
祉
を
支
え
る
甲
賀
の
チ
カ
ラ
　

▲�振り込め詐欺防止のチラシを渡す冨岡会長（右）

　
市
内
に
は
現
在
２
５
４
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
お
ら
れ
、
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
活
動

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。�

�

　

そ
の
民
生
委
員
制
度
は
、
今
年
で
創
設
１
０
０
周

年
を
迎
え
、
ま
た
民
生
委
員
が
兼
ね
て
い
る
児
童
委

員
の
制
度
も
今
年
で
創
設
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。�

�

　

地
域
福
祉
を
支
え
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ�

い
て
、
甲
賀
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会 

会
長 

冨と
み

岡お
か

正ま
さ

義よ
し

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

民生委員制度創設 
１００周年甲賀市記念大会

　

甲
賀
市
の
さ
ら
な
る
福
祉
の
充
実
・

発
展
に
向
け
、
民
生
委
員
制
度
創
設

１
０
０
周
年
の
記
念
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
で
す
。�

�

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

  

日
時  　�

11
月
21
日（
火
）�

�

13
時
30
分
～
16
時�

�

（
受
付
13
時
～
）

  

場
所  　
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

  

内
容  　�

ビ
デ
オ
上
映
・
記
念
講
演
な
ど

＊
入
場
無
料
・
申
込
不
要
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